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豚丹毒菌 Erysipelothrix rhusiopathiaeは豚に

感染し、急性敗血症や皮膚炎、また、関節炎

や心内膜炎など、様々な病態を引き起こすグ

ラム陽性の細胞内寄生菌である。

我々の研究グループは初めてこの菌のゲノ

ム解読に成功したが、本菌のゲノムサイズ

（ 1.79 Mb ）は Firmicutes門（低 GC 含量グ
ラム陽性菌）に属する細菌の中で最も小さい

部類に属すること、また、31 個の蛋白質アミ
ノ酸配列を基にしたゲノムワイドな系統解析

から、本菌はマイコプラズマに近縁であるこ

とが明らかになった。さらに、本菌にユニー

クな細菌学的特徴として、本菌ゲノムは通常

のグラム陽性菌の細胞壁構成成分の合成に関

わる遺伝子群が不完全であり、また、栄養素

合成遺伝子の多くを欠くことも判明している。

このように、豚丹毒菌は、ゲノム収縮の結果

として必要な栄養素を宿主に依存する退行的

進化をする一方、本菌に特有の食細胞内適応

進化をしたと考えられる。

我々は、本菌の遺伝子機能及び病原性のす
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べてを明らかにすることを目的として、強毒

株である Fujisawa 株（血清型 1a ）のゲノム
に網羅的に変異を導入し、それに伴う表現形

質変化の解析を行っている。これまでに、本

株が持つ 1704 個の遺伝子のうち、700 個以
上の遺伝子について不活化したトランスポゾ

ン変異株を作製した。現在、これらの変異株

をすべてマウスに接種して病原性関連遺伝子

の同定を進めているが、これまで、本菌のマ

クロファージ内生残に重要であると予想され

る遺伝子が多く見つかっている。また、血清

型 1及び 2型を規定している耐熱性抗原を合
成する染色体領域も同定され、臨床上重要な

これらの主要血清型の判定も遺伝学的に行え

るようになってきた。

本発表では、ゲノム解析から得られた本菌

の病原性に関する知見の他、生ワクチン

Koganei 65-0.15 株の弱毒化に関わる遺伝子の
同定や PCR 法による生ワクチンと野外株と
の識別法の開発など、我々の最近の研究成果

についても紹介したい。


